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研究の概要

本研究は, 没場所化し離散的な様相を示す現代社会にお い て
, 場所 へ の コ ミ ッ トメ ン ト

を支援す る こ とを通 じて
, 新たな形の

｢
場所｣ 論的な共同性の 再構築をはかる べ く

,
そ の

方法として ｢環勢情報デザイ ン ｣ と いう新し い デザイ ン の枠組みを提示 し, そ の様態 の 一

端 を明らか に する こ とを目的とする~ ｡

近 代を通じ て移動と通信の能力が拡張して い く こと によ っ て
, 人 々 は場所 の拘束から解

放ざれ て い っ た
｡
そ れ は人 々 に か つ て な い 自由をもた らすも の で あ っ た が

, 同時 に , コ

ミ ュ ニ テ ィ は具体的な場所との鮮を失 い , 離散的な様相を呈するようにな っ た｡ だ が ｢ 場

所｣ は , 単に 人 々 を拘束する
"

く び ぎ
'

で はなく
,
そ の コ ミ ュ ニ ティ に豊かな意味を供給

する源泉で もあり, 場所性の凋落すなわち ｢ 没場所性｣ の拡大は コ ミ ュ ニ ティ の存立基盤

をあやうくして しまう
o

しか し
,
い っ た ん獲得した移動と通信の自由をい まざら否定する こと は現実的で はな い

とすれば
,
我 々 は

, 新 しい形 の
｢
場所｣ 性 を創造し

,
その ｢場所｣ 性 に もとづ い た共同性

を再構築する必要があるだ ろう ｡

ハ リ ソ ン ら に よれば ｢ 空間は機会で あり, 場所とは了解された現実である
* 1
｡ ｣ 抽象的な

｢空間｣ を生きられた ｢場所｣ た ら しめるた 捌 こは, 人々 の積極的な場所 - の か かわり
,
コ

ミ ッ ト メ ン トが必要である｡
｢
場所｣ は時間をか けて ｢場所｣ に なる の であ っ て ,

い きなり

｢
場所｣ を つ.く る こ とはで きな い ｡ しか し, そ の場所化の機会を最大化する

｢ 空間｣ な ら

デザイ ン で きるし
, 場所化が促進されるような プロ セズ の デザイ ン は可能で あるだろう｡

人々 がそ の環境から情報を発見し, そ の価値を表現し, コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て共有し, さ

ら に環境 へ と定着させる というプ ロ セ ス を繰り返す こと によ っ て
,
そ の場所に豊か な意味

を公共性をも っ たか たちセ定着ざせ て い く
,
その ようなプ ロ セ ス の デザイ ン で ある

■
｡

そ こ で ､ 本研究で は ｢環境情報デザイ ン ｣ と いう新し い デザイ ン の 枠組みを提案する c

｢環 境情報デザイ ン ｣ と は, 情報を環境のうち に適切 に現勢化
* 2 させ る こ とに よ っ て , 人 間

の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能力を拡張し, 人間一環境系における様々 な情報の やり取りを可能

にするような デザイ ン 行為の ことを いう｡ そ れ は 空 間の場所化 - 一場所を現象する こと

- - を促進する プロ セ ス をデザイ ン するも ので ある｡
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と は い え
, 環境情報デザイ ン が没場所性の拡大に原理的に抗するも の で あると は い えな

い
o 没場所性もまた

,
環境情報デザイ ン に よ っ て も たらされうるも のギからである｡ 空間

か ら獲得され た情報を規格に そ っ て 整形し
,
す な わち ｢漂白｣ し て環境に 返す の で あれ

ば
,
そ の環蘭情報デザイ ン の プロ セ ス は か え っ て 没場所化を進 めるも の となる で あろうo

こ れ は
,
た と えば

, 民主主義が必 ずしも平和を原理的に約束するも の で はな い と い うの と

同型の議論である｡

環境情報デザイ ン にお い ては, デザイ ン対象となる事物そのも の よりも
,
人間と環境と

の情報のやりとりの され方に注目する
c
同じ対象を扱 い なが らも

,
環境情報デザイ ン は,

従来 のデザイ ン対象によ っ て分類される建築デザイ ン やグラ フ ィ ッ ク ･ デ ザイ ン の それと

は違う枠組みによ っ て
,
デザイ ン行為を捉える｡ た とえば

,
建築デザイ ン に よ っ て建築空

間が作られる の と同じように
, 環境情報デザイ ン に よ っ て ｢ 空間デ ィ ス プ レイ｣ が作られ

る｡ で き あが っ た モ ノ を見れ ば同じも の なわけだが
,
フ ァ セ ッ ト を違 える こ と によ っ て

,

そ こ に
,
これ ま で とは異なる問題系を立ち上がらせようと いう の で ある｡

本研究で は, 環境情報デザイ ン の実践 プロ ジ ェ ク トとし て
,
都市空間を ワ

＼

-

ク プ レ イ

ス として 評価する研究, メ ン バ
ー

の 位置情報を共有した コ ラ ボ レ ー

シ ョ ン 支援 シ ス テ ム

=

C A M S
"

の 設計と運用実験 , 携帯電話から の位置情報付き写真投稿によ る地域情報共有

およびそ の空間的展示の シ ス テ ム で ある ｢時空間ポ エ マ
-

｣
.
の 設計 ･ 実装 ･ 運用実験等を

行い , その実践 の プ ロ セ ス で得られた知見に関する検討を通じて
,

~
環境情報デザイ ン の

一

端を明らか にしようとする ｡

こ れ ら の研究を通じて , 人間が場所か ら情報を (1) 発見し, 情戟を (2) 表現 して デザ

イ ン し
,
さ ら にデザイ ン の成果を コ ミ ュ ニ ティ の他 の人 々 と (3) 共有し て , 再び場所に

(4) 定着すると いう 4 つ の ス テ ッ プからなる行為の系を構成し, さ ら に こ れを ス パ イ ラ ル

状 に推進 して場所 を現象させ て い く ｢メ タ行為｣ と して , 環替情報デザイ ン を モデル化す

る ことが で きた (図 1) 0

こう した新し い 枠組みが必要に なる の は
,
デザイ ン の問題が複雑か つ暖昧に なる中で ,

産業構造に直結したデザイ ン の対象に よ っ て デザイ ン行為を縦割りにしたまま で は
,
適切

な問題解決を行うことが難しくな っ て きて い るから である｡ こ うした問題は
,
単 に要素技

術の問題で あるだ けで なく
,
それ らの 統合 された人間一環境系全体に関わる｡ 新 し い デザ

イ ン の方法論が求められ て い る
｡

環境情報デザイ ン は, 建造環境のデザイ ン と情報環境の デザイ ンを統合して ｢ ひ と つ の

問題｣ と し て 対応する ことで , より多く の課題に応 えるデザイ ン を可能にしようとするも

の で ある ｡
こうした ｢環境情報デザイ ン ｣ の 領域 は, 建築的な知識を生か しうる領域で

あ っ て
,
建築的な知見 の より積極的な導入がはかられる べ き で ある と考える｡
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図1 環境情報デザイ ン モ デル

環境の 軸

論文の構成

本論文は次の ような 2 部構成をとるo

第
一

部 は理論編である ｡

第 1 章 で は, エ ドワ ー ド ･ レ ル フ の
｢
没場所性｣ の概念を概観し､ 現代社会に おける

｢
場所｣ の 凋落 に つ い て 論じる ｡ 場所 の凋落に抗する に は

, 場所 へ の配慮が育まれなけれ

ばならず, 場所 へ の コ ミ ッ トメ ン トを回復する必要がある｡

第 2 章で は , 没場所性の 拡大と場所の凋落に関する現代日本の事例として
,
郊外 ロ ー ド

サ イ ドおよび ｢広告都市 - 渋谷｣ に つ しチて論ずる ｡
レ ル フ の指摘した没場所性は

,
現代日

本に お い て も は っ きりと確認される事態だと い える
｡

第 3 章 で は , 哲学者や文学者な ど様々な論者の技術と社会の関係に関する議
■
論を参照し

つ つ
, 近代 の情報技術が , 世界 の 均質化 と没場所性の拡大に加担して きた ことを確認す

る｡ と同時に
,
それ は技術の 使 い 方に よる の であ っ て , 異なる技術の 使 い方 の デザイ ン が

必要である ことを述べ る
｡

第 4 章で は
,
場所を現象させる技術とし て の メ ディ ア技術に 関わる知覚論や知識論を検

討し
,
環境と人間の絶えざる コ ミ ッ トメ ン ト の 重要性を確認し

,
環境情報デザイ ン モ デ ル

構築 へ の準備を行う｡ 空間と場所 の違 い
,
ア フ ォ

ー ダン ス
, 暗黙知

,
s E C I モ デル , ミメ

-

シ ス 理論な どが議論の対象となる
｡

第5 章 で は, 環密障報デザイ ン の モ デル を説明するo それ は
,
主体と環境との相互作用

を通じて , 環境の情報が段階的に変換され ながら増幅され
,
コ ミ ュ ニ ティ に お い て ス パ イ

ラ ル 状 に ｢場所｣ が現象して い くプ ロ セ ス を方法論的にモ デ ル化したも の で ある｡ 場所 へ



の コ ミ ッ トメ ン トを通じて , 場所の情帝はゞ発見され
,
表現され, 共有され

,
定着 して い く

サイ ク ル を繰り返すこ とに よ っ て
, 場所 の意味は豊 か に なる

｡

第 6 章で は, デ ジ タ ル デ ー タ の表象シ ス テ ム
,
空間デ ィ ス プ レ イ

,
ト ポ ロ ジ ー

モ デ ル
,

世界 モ デル として の ( 建築) な どの論点から
, 建造環境と情報環境の様々 な水準における

関係性を述べ る
｡

第 7 葦 で は ,
2 1 世 紀 に お ける設計方法論の観点から

,
環境 へ の横極的な コ メ ッ トメ ン

トとし て の 人 乳環境系に おける環境情報デザイ ン に つ い て
, 欠乏 の充足から余剰の管理

へ
,
ドメ イ ン から ス タ ン ス へ

,
ル

ー チ ン か らプ ロ ジ ェ ク ト - な どの論点から述 べ る
｡

第 二部は実践編で ある｡ 筆者が情報技術と場所との 関係に つ い て実践して きた シ ス テ ム

≠ザイ ン および フ ィ ー

ル ドワ ー ク に つ い て 述べ る｡ 多く は共 同研究の成果で ある o

第 8 章
｢ ワ ー

ク プ レイ ス として の都市空間｣ 研究 で は
,
モ バ イ ル P C を も っ て都市空間

で作業を行う人 々が
,
そ の場所を ワ

ー

ク プ レ イ ス として何 に注目して 評価するか を調査

した o

第9 章
｢
リモ

ー

ト コ ラ ボ レ ー

シ ョ ン に お ける位置情報の共有｣ で は , 互 い の位置情報を

共有する ニ コ ン テ ク ス ト ア ウ ェ ア ネ ス な情報シ ス テ ム
"

C A M S
"

を企画 ･ 讃計 ･

実装し,

運用実験をお こな っ た
｡

第 10 章 ｢ 時空 間ポ エ 与 -

｣ は ､ 携帯電話から の位置情報付き写真投稿に よる地域情報

共有およびそ の空間的展示 の シ ス テ ム で ある
o
運用実験にお い て は､ それぞれ の場合 の特

性に応じた
'
.

> ス テム の 改変を行 っ て き て い る
｡
モ バ イ ル情報端末を利用して ､ 場所 へ の コ

ミ ッ トメ ン トを回復する こと の可能性に つ い て検討する二

第 11 章
｢
携帯電話の ま卑ざしに つ い

L

r ｣ で は, 時空間ポ エ マ
-

の 運用実験の缶来待られ

た写真の画像内容の分析を行い ､ ケ 一 夕イ ･ カメ ラ特有の写真の構造 に つ い て検討する ｡

第 1 2 章 ｢ ケ 一 夕イ写真の時間と構図｣ で は
,
ケ 一 夕 イ の カメ ラ で撮影ざれる写真 の モ

チ ー

フや構図
, 撮影タイミ ン グなどの分析を通じ て

,
ケ 一 夕イ カメラと いう新し い デ バ イ

ス の世代別性別 々 の利用状況等に つ い て 予備的な考察を行 っ た ｡
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